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当社事業およびサービスの概要 

日本での治療を望む外国人に対して、医療ビ
ザや医療通訳の手配等、医療コーディネート
サービスを提供 

事業法人や官公庁の海外駐在者などに対して、
現地の医療状況調査を含めた、医療アシスタ
ンスサービスを提供 

医療アシスタンス 
海外旅行保険加入者に対して、海外旅行中お
よび出張中の医療事象発生時に、様々な医療
アシスタンスサービスを提供 

ライフアシスタンス 

海外旅行保険の付帯としての
アシスタンスサービス 

事業法人向け医療アシスタン
スサービス 

国際医療交流支援サービス 

事業法人における海外でのテロや暴動等への対
策需要に対して、セキュリティ分野のアシスタンス
及びコンサルティングサービスを提供 

2013年度第2四半期より、サービスラインナップに追加 

事業法人向けセキュリティア
シスタンスサービス 

事業 展開する主なサービスの概要 



Ⅰ. 当社事業およびサービスの概要 

Ⅱ. 2013年度第1四半期累計期間決算報告 

Ⅲ. 各種施策の取組み状況 



第1四半期のトピックス 

 

- 売上高        548百万円（前年同期：553百万円） 

 営業利益    20百万円（前年同期： 53百万円） 

 経常利益   18百万円（前年同期： 53百万円） 

 

- 海外出国者数については１月は前年同月比で増加となったものの、２・３月
は減少した。しかし、当社の案件数は順調に推移し、全体の売上高は548
百万円（前年とほぼ同様）となった 

 

- 円安による海外センターコスト（円建）の増加、タイセンターと東京センター
で２４時間の並行運営を実施したことによる経費の増加、のため営業利益
は20百万円となった 
 

- 今後の積極的なビジネス展開を図るために経営陣を刷新した 

 
- 国際医療支援事業分野において、当社の提案が経済産業省に平成25年

度の補助事業として採択された 
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第１四半期累計連結業績（単位：百万円） 

第１Q 
（売上高利益率） 

前年同期 
（売上高利益率） 

売上高 548 553 

営業利益 20 
（3.8％） 

53 
（9.7％） 

経常利益 18 
（3.3％） 

53 
（9.6％） 

当期純利益 11 
（2.1％） 

31 
（5.7％） 

売上高 
  前年に比べ海外出国者数が減少している中、 
  前年とほぼ同様の548百万円となった 
 
費用 
   -東京センター、タイセンターで24時間の並行 
    運営実施により経費が増加 
   -円安による海外センターのコストが増加 
   -前期に繰越欠損金が解消し、法人税が 
    14百万円増加 
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第１四半期連結貸借対照表（単位：百万円） 

第１Ｑ （構成比） 前期末 （構成比） 

総資産 1,332 （100％） 1,052 （100％） 

 流動資産 1,217 （91％） 947 （90％） 

 固定資産 114 （10％） 104 （９％） 

 流動負債 664 （50％） 485 （46％） 

 固定負債 83 （６％） ９ （１％） 

参考：借入金残高 369 （27％） 101 （９％） 

 純資産合計 584 （44％） 557 （53％） 

流動資産 
   -借入金の増加により、預金が増加 
   -大型案件が発生したため、売掛金、 
    立替金が増加 

負債 
  -立替金の確保、納税資金の準備 
   により、借入金が増加 

純資産 
  -円安により為替換算調整勘定が      
   増加 
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セグメント別業績ハイライト（単位：百万円） 

※ 調整額とは、各報告セグメントに配分していない全社費用のこと。セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と一致している 

第１Q 前年同期 

売上高 利益 売上高 利益 

医療アシスタンス事業 457 64 469 95 

ライフアシスタンス事業 91 30 84 27 

調整額※ ‐ △73 ‐ △69 

P/L計上額 548 20 553 53 

医療アシスタンス事業の売上は、海外出国者数が減少したものの、アシスタンスサー
ビス提供に関する売上が堅調に推移。ライフアシスタンス事業の売上は、既存サービ
スの拡大により前年同月比で売上が増加 
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医療アシスタンス事業の概要 

海外出国者数と案件数の推移（前年同月比） 

２月以降の海外出国者数は前年を割れたが、当社案件数は前年同月比で増加 

資料：海外出国者数は『平成25年 出国日本人数推計値』JNTOを参考とした。2月と3月については推計値。 
また、案件数は、今年度新たに契約したビジネスを除いた、既存ビジネスの対比 

1月 2月 3月 
海外出国者数 102% 91% 95% 
案件数 157% 121% 120% 
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国際医療支援事業分野の第１Qの外国人患者受入数累計は前年より増加傾向 
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ライフアシスタンス事業の概要 

売上高の比較（第１Ｑvs.前年同月比、単位：百万円） 

第１Q終了時点で、ライフアシスタンス事業の売上高は前年同月比で売上高７百万円
（7.9％）増加 

既存サービスの拡大により前年同月比
で売上が増加。なお、2013年度第１Ｑよ
り新規サービスを開始 
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第１Ｑから第２Ｑの進捗状況 

第１Ｑの状況 第２Ｑの進捗状況 

今後の積極的なビジネス展開を図るために経営陣
を策新 

国際医療支援事業分野において、アブダビ首長国
と医療提携に関して基本合意 

円安を原因とする海外コストの増加 

医療にセキュリティを融合したトータルソリューション
サービスの提供を図る 

アブダビ首長国の政府系組織・大学・病院・企業と、
医療提携に関して個別に正式合意 

 更なる円安等を原因とする海外コストの増加 

第１Ｑから第２Ｑの進捗状況は以下のとおり 
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各種施策に関するNEWS RELEASE 

アブダビの政府系組織・大学・病院・企業と医療提携に関して正式合意 Hill &Associates社とセキュリティ分野で業務提携契約を締結 



本説明資料に含まれる将来の見通しに関する部分は、現時点で入手可能な情報に基づき判
断したものであり、実質的にこれらの記述とは異なる結果を招き得る不確実性を含んでおりま
す。それらの不確実性には、業界ならびに市場の状況、金利、為替変動、国内外の事業に影
響を与える政府の法規制といった国内及び国際的な経済状況などが含まれますが、これらに
限定されるものではありません。今後、新しい情報・将来の出来事等があった場合であっても
、当社は、本発表に含まれる「見通し情報」の更新・修正をおこなう義務を負うものではありま
せん。 
 
また、当資料は投資勧誘を目的としたものではありません。投資に関する決定はご自身の判
断において行われるようお願いいたします。 
 
Copyright ©Emergency Assistance Japan Co., Ltd. All Rights Reserved. 
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